
基本的考え方 

留意事項 

○ 医師法第20条等における「診察」とは、問診、視診、触診、聴診その他手段の如何を問わな
いが、現代医学から見て、疾病に対して一応の診断を下し得る程度のものをいう。 

 
○ したがって、対面診療に代替し得る程度の患者の心身の状況に関する有用な情報が得られる場

合には、遠隔診療を行うことは直ちに医師法第20条等に抵触するものではない。 

○ 規制・制度改革に係る対処方針（平成22年６月18日 閣議決定）を踏まえ、平成23年３月に通知を改正し、 
  遠隔診療が認められ得る要件を明確化したところ。 
  ・ 慢性期疾患の患者として遠隔診療が認められ得るものとして、「在宅脳血管障害療養患者」及び「在宅がん患者」を 
   追加するとともに、通知で示している患者はあくまで例示であり、それ以外の患者についても遠隔診療が認められ得る 
   ことを明確化 

○ 初診及び急性期の疾患に対しては、原則として対面診療によること。 
 
○ 直接の対面診療を行うことができる場合には、これによること。 
 
○ 上記にかかわらず、以下の場合について、患者側の要請に基づき、直接の対面診療と適切に組

み合わせて行われるときは、遠隔診療によっても差し支えないこと。  
 ・ 離島やへき地など、直接の対面診療を行うことが困難である場合 
 ・ 直近まで相当期間にわたって診療を継続してきた慢性期疾患の患者など病状が安定している  
  患者に対し、患者の病状急変時等の連絡・対応体制を確保した上で実施することによって患者 
  の療養環境の向上が認められる場合 

＜参考＞ 

 規制・制度改革に係る対処方針（平成22年６月18日閣議決定）（抄）  
    遠隔医療が認められ得るべき要件及び処方せんの発行にかかる考え方を明確化する。  

情報通信機器を用いた診療（いわゆる「遠隔診療」）について（局長通知） 
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医療分野の情報連携基盤 
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符号Ａ 符号Ａ 
紐付 

符号B 符号B 

個人 

利用番号B 

利用番号Ａ 個人情報 基本4情報 

個人情報 
紐付 

ｱｸｾｽ記録 

ｱｸｾｽ記録 

情報照会・提供機関Ａ 

情報照会・提供機関（市町村：約1,７５0団体） 

情報提供記録 

情報提供ネットワークシステム 

霞が関ＷＡＮ 
 

ＬＧＷＡＮ等 

マイ・ポータル 

自己情報 
表示機能 

プッシュ型 
サービス 

ワンストップ 
サービス 

情報提供等 
記録開示機能 

インターネット 

個人番号カードによる 

公的個人認証 

特定個人情報 
保護委員会 

 

情報提供ネット 
ワークシステム 

及び 
情報照会・提供 
機関に対する 
監視・監督など 

情報提供 
を許可し 
符号同士を 
紐付ける 
仕組み 

基本4情報 

個人番号 

市町村が付番 

個人番号 

住民基本台帳 

個人番号カード 

生年月日 ○年□月△日 性別 女 
氏   名 番号花子 
住   所 △県○市□町1-1-1 
 

社会保障・税番号大綱（抜粋） 
（平成23年６月政府・与党社会保障改革検討本部決定） 
第３ 法整備 
 Ⅷ 情報連携 
  ２．情報連携の範囲 

…なお、医療・介護等の分野での情報連携については、 
特に情報保有機関が相当数に上り非常に多くの情報が 
やり取りされることや、民間の医療機関等も含まれる 
ことから、法制上の特段の措置と併せて、負荷や費用 
の面で効率的なシステムとなるよう、特段の技術設計 
を行う方向で検討する。 

医療等分野における情報の利活用と保護のための環境整備の 
あり方に関する報告書（抜粋） 
（平成24年9月「社会保障分野サブワーキンググループ」及び
「医療機関等における個人情報保護のあり方に関する検討会」） 
Ⅲ．安全で効率的な情報の利活用を可能とする情報連携基盤の 
 整備について 
 ３．医療等分野でのみ使える情報連携基盤 

…なお、この際には、政府全体の情報連携基盤として 
構築されるマイナンバー法に基づくインフラについて、 
共用できる部分については二重投資を避ける観点から 
共用することも検討すべきである。 

（出典）内閣官房資料 

社
会
保
障
・税
番
号
制
度 

医
療
情
報
に
関
す
る
検
討 
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患者等
（本人） 

保険者 審査支払機関 

国・自治体 

大学・研究所等 

家族 

医療機関Ａ 

医療機関Ｂ 

医師・コメディカル 

受託者（事業者） 

適切な説明を行う努力義務 
診療記録の開示・訂正・利用停止等 

薬局 

レセプトの送付、 
審査支払い 

医療情報の電子的保存の 
外部委託 

公衆衛生・医学研究のため、
法令や本人同意に基づき、 
医療情報を収集・活用 
 

家族への 
情報提供 

医療保険 

地域連携 

公衆衛生・
医学研究 

外部保存 

説明・ 
情報提供 

介護事業者 

医療等サービスの提供に 
必要な範囲での情報共有 
（同意が原則） 

診療にかかる情報のフローについて（１） 



診療にかかる情報のフローについて（２） 

浜松医科大学 木村通男教授の講演資料より引用 - 21 - 



診療にかかる情報のフローについて（３） 
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保険診療の概念図 

被保険者（患者） 

保険医療機関等 
（病院、診療所、調剤薬局 等） 

 
 

医療保険者 

審査支払機関 
（社会保険診療報酬支払基金 
国民健康保険団体連合会） 

①保険料（掛金）の
支払い 

②診療サービス
（療養の給付） ③一部負担金

の支払い 

④診療報酬の請求 ⑦診療報酬
の支払い 

⑤審査済の
請求書送付 ⑥請求金額

の支払い 

 診療報酬は、まず医科、歯科、調剤報酬に分類される。 
 具体的な診療報酬は、原則として実施した医療行為ごとに、それぞれの項目に対応した点数が加えられ、１点の単価を１０円として計算 
される（いわゆる「出来高払い制」）。例えば、盲腸で入院した場合、初診料、入院日数に応じた入院料、盲腸の手術代、検査料、薬剤料と 
加算され、保険医療機関は、その合計額から患者の一部負担分を差し引いた額を審査支払機関から受け取ることになる。 

保険医 


